
  



 



 

 

 

は じ め に 
 

福岡市は、「誰もが思いやりを持ち、すべての人にやさしいまちづくり」を推進する

ため、平成２５年４月、「福岡市バリアフリー基本計画」を策定いたしました。 

これまで、同計画に基づき、ハード、ソフトの両面からバリアフリーのまちづくりを

進めてまいりましたが、近年、少子高齢化の進展をはじめとする社会情勢の変化に

より、市民の意識やニーズはますます多様化しています。高齢者や障がいのある人

をはじめ、全ての市民が生きがいを持って生活していくには、日常生活における社

会参加が必要であり、誰もが等しく社会の一員としてともに生活し活動するインクル

ーシブ社会の構築がますます重要になっています。 

このような時代の変化や課題に対し、バリアフリーの取組みを着実に推進するた

め、このたび、「福岡市バリアフリー基本計画」を改定いたしました。 

本計画では、これまでの計画の理念を承継するとともに、「いつでも、誰でも、自

由に、使いやすく」というユニバーサルデザインの考え方を踏まえ、引き続き、官民

連携して、ハード・ソフト一体の取組みによる総合的なバリアフリーのまちづくりを進

めてまいります。 

最後に、福岡市バリアフリー推進協議会の委員の皆様をはじめ、計画策定にご尽

力いただきました多くの方々、並びに多数の貴重なご意見やご提言を寄せていただ

きました市民、関係団体の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

 

令和 3 年 12 月 

福岡市長  髙島 宗一郎  
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